
東京急行電鉄株式会社

株主の皆様へ
第133期 事業報告
平成13年4月１日から平成14年3月31日まで

「東急セミナーBE青葉台」開校

美しい時代へ　　�東急グループ�

「青葉台東急スクエア」グランドオープン
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株主の皆様には、ますますご清栄のこととおよろ

こび申し上げます。

平素は、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げま

す。

当期（平成13年度）の事業のご報告にあたりまし

て一言ご挨拶申し上げます。

まず、当社の基幹事業である鉄軌道事業におきま

しては、前期実施した目黒線における営団南北線お

よび都営三田線との相互直通運転、東横線での特急

列車の導入などの効果もあり、輸送人員は堅調に増

加いたしました。

当期も混雑緩和とお客様の利便性の向上を図るた

め、積極的にダイヤ改正を行い、東横線では平日の

朝のラッシュおよび深夜の時間帯で列車を増発し、

田園都市線では急行列車を増やしたほか早朝および

夜間の時間帯の列車を増発するとともに、あざみ野

駅を急行停車駅といたしました。

また、輸送力増強や効率的な鉄道ネットワークづ

くりの推進のため、東横線複々線化事業では、武蔵

小杉～日吉間の複々線化工事を順調に進め、大井町

線改良工事および田園都市線複々線化工事では、二

子橋梁の橋脚拡幅工事と旗の台駅改良工事に着手

いたしました。さらに各駅においては、エレベータ

ー、エスカレーター等の設置を積極的に行いました。

（11ページ参照。）本年１月、東横線の首都圏交通ネ

ットワークにおける機能の強化を図るため、東横線

と営団13号線との相互直通運転を実施することを決

定いたしました。平成24年度の相互直通運転開始

を目指しております。（11ページ参照。）

昨年４月、「セルリアンタワー」にホテル（セルリ

アンタワー東急ホテル）と高度情報化時代に対応し

たオフィスを開業し渋谷の街に新しい賑わいが生ま

れています。昨年12月には、田園調布駅上部の商業

施設「東急スクエアガーデンサイト」に飲食店舗を

中心としたビルをオープンいたしました。（17ページ

参照。）本年３月には、田園都市線青葉台駅前の

「青葉台東急スクエア」でカルチャーをコンセプトと

する「South－１ 別館」のリニューアル工事が竣工

し、グランドオープンいたしました。（17ページ参照。）
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また本年４月には、目黒駅上部で東日本旅客鉄道㈱

との共同事業による、オフィス、商業施設などから

なる複合ビル「ＪＲ東急目黒ビル」を開業いたしま

した。（14ページ参照。）

当社は株主価値の最大化を目指し、東急グループ

経営方針に基づき、グループの中核企業として、「グ

ループガバナンスの確立」、「グループ内外とのアラ

イアンスによる成長」、「コンプライアンス経営によ

るリスク管理」の３つを基本姿勢として経営理念で

ある「自立」と「共創」を推進しつつ、グループ全体

の総合力を強化し業績向上を図っております。

グループガバナンスを強化するため、意思決定シ

ステムやブランドマネジメントなどグループマネジメ

ントの整備を鋭意進めております。

成長戦略として、当社沿線に経営資源の重点配分

を行っており、渋谷の開発、駅機能の拡充、メディ

ア事業の推進など他社とのアライアンスを図りなが

ら、積極的に取り組んでおります。新規事業として

不動産投資信託事業への参入に向け、鋭意準備を

進めております。

グループにおいても当社主導のもと事業再編成に

よる選択と集中を推進しており、東急インチェーン

と東急ホテルチェーンの２つのホテルチェーン名を

本年４月、「東急ホテルズ」に統一するとともに、ホ

テルブランドの再編成を行いました。（15ページ参

照。）このほか、事業が重複している運送事業会社３

社とビル管理事業会社２社のそれぞれの統合を進め

ております。また、㈱日本エアシステムは日本航空

㈱との間で経営統合契約を締結いたしました。

コンプライアンス経営によるリスク管理について

は、その取り組みを強化するため、コンプライアンス

に関するグループの全役員および従業員の行動原則

として、本年１月「東急グループコンプライアンス指

針」を制定いたしました。（18ページ参照。）

また、地球環境問題を重要な経営課題として認識

し、ISO14001認証取得後（平成12年11月取得）の

活動を継続的に推進し、事業活動にともなって発生

する環境負荷の低減に全社一丸となって努めており

ます。

このように経営改革を確実に実行することにより、

株主の皆様のご期待に応えるべく株主価値の更なる

向上を図ってまいりたいと存じます。

株主の皆様におかれましても、当社および東急グ

ループに対し一層のご理解とご支援を賜りますよう

お願い申し上げます。

平成14年６月

取締役社長



財務諸表（単体）
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（注）1. 有形固定資産の減価償却累計額 492,874百万円（平成14年3月期）
2. 1株当たり当期利益 6円86銭（ 〃 ）



利益処分

財務諸表（単体）
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（単位：円）

科　目　　　　　　　平成14年3月期

当期未処分利益 17,961,857,278

利 益 処 分 額

配 当 金 2,808,877,303

（1株につき2円50銭 ）

役員賞与金 82,000,000

（取締役賞与金　70,000,000）

（監査役賞与金　12,000,000）

次期繰越利益 15,070,979,975

（注）平成13年12月10日に2,809,376,913
円（１株につき2円50銭）の中間配当を実施
いたしました。



経営指標（単体）
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営業収益� （単位：百万円）�（単体）� （単体）�

（平成）�10年度� 11年度� 12年度� 13年度� （平成）10年度� 11年度� 12年度� 13年度�

（平成）�10年度� 11年度� 12年度� 13年度� （平成）10年度� 11年度� 12年度� 13年度�

34,707�
その他事業�

43,998�
ホテル事業�

99,900�
不動産事業�

�

123,370�
鉄軌道事業�

�

30,483

42,396

85,633

124,177

当期利益と1株当たり当期利益�

9,501

8.65

6,306

5.74

6,997

6.37

7,656

6.86

1株当たり株主資本と株主資本利益率�

219.91

4.0

220.57

2.6

226.55

2.8

229.19

3.0

経常利益� （単位：百万円）�

32,890
31,026

17,473
18,443

当期利益（百万円）�

1株当たり当期利益（円）�

1株当たり株主資本（円）�

株主資本利益率（％）�

全事業�
301,977

282,691
29,524

43,857

91,127

127,990

292,499
15,641

50,367

103,463

132,486

301,959

（単体）� （単体）�
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財務諸表（連結）



財務諸表（連結）
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財務諸表（連結）
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連結キャッシュ・フロー計算書

連結剰余金計算書



（注）※会社名で、　　  色の会社は連結子会社、　　  色の会社は持分法適用会社です。�

※上記事業区分の会社数には、当社及び東急建設㈱、グアム パシフィック ト

ウキュウ コンストラクション ,INC.、東急観光㈱、東急観光サービス東北㈱、

東急観光サービス㈱、東急観光サービス西日本㈱、伊豆急行㈱、㈱じょうてつ、

草軽交通㈱、東急サービス㈱、東急バス㈱、東急カナダ CORP.、マウナ ラ

ニ リゾート（オペレーション）,INC.が重複して含まれております。�

（注）相鉄運輸㈱と東急運輸㈱は、平成14年4月に合併し、社名を東急ロジスティ

ック㈱に変更しております。�

　　 事業の内容�

鉄軌道業�

バス業�

�

貨物運送業
�

�
航空業�

  　　　　　　　　　　会社名�

  当社、伊豆急行（株）、上田交通（株）�

  東急バス（株）、網走交通（株）、（株）じょうてつ、�

  東急鯱バス（株）、草軽交通（株）�

  東急エアカーゴ（株）、日本貨物急送（株）、�

  東急運輸（株）、東京通運（株）、 相鉄運輸（株）�

（株）日本エアシステム�

  その他37社�

�

　1.  交通事業（51社）�

　　 事業の内容�

不動産販売業�

不動産賃貸業�

�

不動産管理業
�

�
不動産仲介業�

  　　　　　　　　　　会社名�

  当社、東急不動産（株）�

  当社、東急ワイ･エム･エム プロパティーズ（株）、�

  渋谷開発（株）、（株）北見東急ビル��

（株）東急コミュニティー、東急サービス（株）、�

  東急管財（株）、ヤンチェップ サン シティPTY.LTD．��

  東急リバブル（株）�

  その他36社�

　2.  不動産事業（46社）�

　　 事業の内容�

百貨店業�

小売業�

�

商社業�

  　　　　　　　　　　会社名�

（株）東急百貨店�

（株）東急ストア、（株）札幌東急ストア、（株）東急ハンズ、�

  東弘商事（株）�

（株）光和、東急ジオックス（株）�

  その他21社�

　3.  流通事業（28社）�

　　 事業の内容�

旅行業�

映画業�

ゴルフ業�

�
広告代理店業�

有線テレビジョン放送業�

レンタカー業�

  　　　　　　　　　　会社名�

  東急観光（株）�

（株）東急レクリエーション��

  当社、（株）スリーハンドレッドクラブ、�

（株）東急ハーブヒルゴルフクラブ��

（株）東急エージェンシー�

  イッツ・コミュニケーションズ（株）�

（株）ニッポンレンタカー東急、�

  ニッポンレンタカー北海道（株）�

  その他63社�

　4.  レジャー・サービス事業（72社）�

　　 事業の内容�

鉄道車両整備業�

自動車部品製造業�

電気通信設備販売業�

研究所�

食品製造業�

�

   　　　　　　　　　　会社名�

  東急車輛製造（株）、東横車輌電設（株）��

  シロキ工業（株）��

  東横電工（株）��

（株）東急総合研究所��

  ゴールドパック（株）��

  その他27社�

　7.  その他事業（33社）�

�

  　　　　　　　　　　会社名�

東急建設（株）、世紀東急工業（株）�

その他13社�

　　 事業の内容�

建設業�

　6.  建設事業（15社）�

  　　　　　　　　　　会社名�

�
  当社、（株）東急ホテルチェーン、�

（株）関西東急イン他25社、東急カナダ CORP.、�

  パン パシフィック ホテルズ アンド リゾーツPTE.LTD.、�

  マウナ ラニ リゾート（オペレーション）,INC．�

  その他34社�

　　 事業の内容�

ホテル業�

　5.  ホテル事業（65社）�

�
�

�

セグメント別会社構成

10

（平成14年3月31日現在）



鉄軌道事業

東横線と営団13号線の
相互直通運転実施を決定
～平成24年度の相互直通運転開始を目指す～

11

本年1月、東横線の首都圏交通ネットワークにおける機能

強化、渋谷の街の活性化などの観点から、東横線と営団13

号線との相互直通運転を実施することを決定しました。この

相互直通運転計画は、平成12年1月に発表された運輸政策

審議会答申第18号において、平成27年を目標年次とする

整備路線のひとつとして盛り込まれています。平成24年度

の相互直通運転開始を目指し、渋谷駅から代官山駅間約

1.5kmを地下化する工事を進めていきます。

この相互直通運転が実施されますと、池袋～新宿～渋谷～

横浜が一本の路線でつながることとなり、副都心と横浜地区

を結ぶ、首都圏における広域的な鉄道ネットワークの一端を

担う動脈路線が誕生します。

当社では、現在、混雑緩和とネットワーク機能を向上する

工事を鋭意進めており、平成12年9月に、目黒線が目黒駅

を経由して営団南北線、都営三田線との相互直通運転を開始

し、利便性の向上が図られました。また、東横線では「みなと

みらい21線」との平成15年度の相互直通運転実施を目指し、

順調に工事を進めています。

半
蔵
門
線�

田
園
都
市
線�

井
の
頭
線�

銀
座
線�

首
都
高
速�

営団13号線�

新･東横線�

明治通り�

現･東横線�
代官山駅�

山手線�

安全で快適な駅施設を目指して

お客様に安全で快適にご利用いただくため、当期も引き続

き、各駅において、エレベーター・エスカレーター・スロー

プ・多機能トイレ・階段での二段手すりや視力障害者用歩行

路標識シール・幅広の改札口を設置するなど、各施設の改良

を積極的に行いました。

田園都市線藤が丘駅では、急行待避施設を設置するため平成

11年7月から駅の改良工事を進めてきました。平成12年3

月にエレベーターおよび自動改札機を、12月にはエスカレ

ーターを設置しました。さらに、昨年7月に多機能トイレを

設置し、また、11月にはホーム屋根の長さを6両分延伸し

8両分としました。本年3月には急行待避施設の使用を開始

しました。

なお、昨年7月には駅構内にベーカリーカフェとフラワー

ショップがオープンしました。

エレベーター・エスカレーター 急行通過線（中央の線路）

東横線渋谷～代官山駅間計画略図



鉄軌道事業
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当期設置した駅�

代官山、都立大学、綱島、大倉山、白楽、東白楽、�

駒沢大学、桜新町、用賀、梶が谷、宮前平、鷺沼、�

江田、長津田、つくし野、目黒、不動前、中延　�

渋谷（東横線）、学芸大学、綱島、三軒茶屋、�

駒沢大学、鷺沼、あざみ野、長津田、不動前�

9駅�

9駅23基�

18駅30基�

綱島、　　　、梶が谷、あざみ野、藤が丘、田奈、�

すずかけ台、つくし野、中延�

エレベーター�

多機能トイレ�

スロープ�

エスカレーター�

御嶽山、久が原、  　 、世田谷線全駅�
　　　　　　　　　　　　　　　　 13駅�

当期のエレベーター・エスカレーター・スロープ・多機能トイレの
設置状況

田園都市線鷺沼駅では、本年3月、地上階部分のコンコー

スを増床し、ホームから直接改札口のあるフロアにつながる

エレベーターを2基、エスカレーターを4基それぞれ設置し

バリアフリー化を図りました。

東横線渋谷駅では、昨年3月エレベーターを、8月にエス

カレーターを設置し、さらに係員のいる改札口をオープンカ

ウンター方式のものに改良し、また車椅子のお客様やお子様

にもご利用しやすいように低いカウンター部分も設けまし

た。

立断面図

増床したコンコース（駅構内）

自動改札機（藤が丘駅） 駅構内店舗（藤が丘駅）

オープンカウンター方式の有人改札（前方）

増床したコンコースと新設エレ
ベーター（外観）
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目黒線目黒～洗足間立体交差事業が順調に進捗
平成7年より目黒線目黒駅から洗足駅間の約2.8Kmの区

間を立体交差化する工事を東京都から受託し、鋭意進めてい

ます。

不動前駅付近では、環状6号線上の架道橋の架け替え工事

が完了、その他の高架橋の築造工事についても概ね完了し、

現在軌道の本設化工事や不動前の駅舎工事等を鋭意進めてい

ます。

武蔵小山駅では、仮設の駅舎を橋上化し地下部分で掘削工

事を実施しています。

西小山駅では、ホームおよび軌道の仮受けを完了、従来ホ

ーム下にあった盛土を撤去し、将来の地下化に向け、現在地

下部分の掘削工事を実施しています。

また、不動前駅～洗足駅の各駅間では、線路を移設し土留

止水壁や軌道仮受桁の設置を進め、地下化に向けた準備工事

を実施しています。

当事業が完成しますと、18カ所の踏切が廃止され安全性

が向上するとともに、交通渋滞の解消などが図られます。

q高架切替前の不動前駅付近

w高架切替後の不動前駅付近

e環状6号線上の新橋梁

q w

e

洗
足
駅�
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小
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不
動
前
駅�
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目黒に新たなランドマークが開業
「JR東急目黒ビル」
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当社と東日本旅客鉄道（株）（JR東日本）は、目黒駅上部に

おいて平成6年7月から建設を進めてきた大型複合ビル「JR

東急目黒ビル」を、本年3月に峻工しました。このプロジェ

クトは、当社は地上を走っていた東急目蒲線（現：目黒線）の

目黒駅を地下化し、一方JR東日本は掘割状の山手線駅上部

に約6,000㎡の人工地盤を敷設し、土地利用を図ったもの

で、共同で地下4階、地上17階建、延床面積約52,000㎡

のオフィス、店舗、駅施設からなる複合施設を建設したもの

です。

目黒では、すでに東急目黒線と営団南北線・都営三田線と

の相互直通運転が開始され、利便性が増しており、この大型

複合ビルの誕生で、この地域の新たな人の流れを生むことが

期待されます。

3階から17階までのオフィスでは、最新の設備、情報イ

ンフラ機能を備え、入居いただくお客様のニーズに対応して

います。地下2階から地上2階までは、物販、飲食、サービ

スの店舗が出店しており、周辺にお住まいの方々、鉄道を利

用されるお客様やオフィスに勤務される皆様に快適性・利便

性を提供しています。

JR東急目黒ビル

JR東急目黒ビルと目黒線目黒駅の断面図 フードマーケット「プレッセ」
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「東急ホテルズ」に統一
「東急インチェーン」･「東急ホテルチェーン」

本年4月1日、「東急」のホテル事業として、お客様に分か

りやすく、利用しやすいチェーンホテルの体制を整えるため、

東急グループが国内で展開する東急インチェーンと東急ホテ

ルチェーンの2つのホテルチェーン名を「東急ホテルズ」に統

一しました。同時に、両チェーンが展開するホテルブランド

である「東急ホテル」、「エクセルホテル東急」、「東急イン」、

「東急リゾート」のブランドコンセプトを定義し直し、それに

基づいたホテルブランドの再編成を行いました。本年4月1

日時点で、東急ホテル10店舗、エクセルホテル東急9店舗、

東急イン32店舗、東急リゾート9店舗の合計60店舗、

14,981室体制となり、国内のホテルチェーンとしては総客

室数で第3位、店舗数で第4位の規模となりました。

当社は平成12年12月に国内ホテル事業の再編に着手す

ることを発表しました。これに基づき、東急インチェーンと

東急ホテルチェーンのマーケティング業務の一部を一元化

し、それにより経営効率を高め、店舗運営力やマーケティン

グ力を強化するとともに、お客様の利便性の向上を図ってい

くための体制作りを行ってきました。具体的には、昨年1月

に国内ホテル運営会社㈱東急ホテルマネジメントを設立し、

同年4月に同社は、当社から東急インチェーンの運営部門の

移管を受けて営業を開始し、同年7月には両チェーンの予

約・販売機能を統合して「東急ホテルズ予約センター」を開

設しました。

「東急ホテルズ」のコンセプトは、

「東急ホテルズ」が全国各地に展開す

るホテルを通して、お客様に快適さ

やくつろぎを提供し、真のおもてな

しを追求していくことを目指して、

「TOKYU COMFORT ～居心地のいいホスピタリティ」

としました。また、シンボルマーク（「ハートフルエア」）は、

コンセプトを具現化するものとして、「東急ホテルズ」の頭文

字である「T」をモチーフに柔らかい曲線で構成し、親しみや

すく温もりのある場を演出する心のこもった雰囲気を表して

います。

「東急ホテルズ」への統一に合わせ、両チェーンの会員組

織「東急REIクラブ」（東急インチェーン）と「ウェルカムメン

バーズ」（東急ホテルチェーン）を一元化し、新たな会員組織

「東急ホテルズ コンフォートメンバーズ」に統一しました。

ご入会いただいた会員の皆様に対して、利用金額500円

ごとに1ポイントが加算されるメンバーズカードを発行し、

300ポイントで「東急ホテルズ」の利用ギフトカード1万円

分を進呈します。このほか、正規客室料金の10％以上の割

引料金でお泊まりいただける会員客室割引料金の設定や、

60歳以上の会員の方に平日・休日のツインルームがさらに

割引価格でご利用いただけます。

これまで両チェーンが独自

に展開していた会員組織を統

合し一元化することでサービ

ス内容を充実するとともに、

お客様の利便性とブランドロ

イヤリティーの強化を図って

まいります。

会員組織を「東急ホテルズコンフォートメンバーズ」に統一
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再編成後のホテルブランドの定義とロゴマーク、構成するホテル名は以下のとおりとなっています。

東急イン
32ホテル6,909室
ビジネスパーソンをサポ
ートするための機能的空
間にこだわったスタンダ
ードホテル

東急リゾート　
9ホテル967室
日常を離れたハイグレー
ドなくつろぎをお約束す
るリゾートホテル

今井浜東急リゾート

宮古島東急リゾート

東急ホテル　
10ホテル3,794室
信頼のおもてなしによる
優雅な滞在をお約束する
ラグジュアリーホテル

セルリアンタワー東急ホテル

キャピトル東急ホテル

渋谷エクセルホテル東急

成田エクセルホテル東急

エクセルホテル東急　
9ホテル3,311室
洗練された現代的なスタ
イルが特徴のスーペリア
ホテル

札幌東急ホテル
キャピトル東急ホテル
セルリアンタワー東急ホテル
羽田東急ホテル
東京ベイホテル東急
沼津東急ホテル
名古屋東急ホテル
京都東急ホテル
大阪東急ホテル
鹿児島東急ホテル

札幌エクセルホテル東急
仙台エクセルホテル東急
富山エクセルホテル東急
金沢エクセルホテル東急
成田エクセルホテル東急
赤坂エクセルホテル東急
渋谷エクセルホテル東急
横浜エクセルホテル東急
博多エクセルホテル東急

北見東急イン
札幌東急イン
釧路東急イン
帯広東急イン
シテイ弘前ホテル
酒田東急イン
新潟東急イン
上田東急イン
前橋東急イン
福島東急イン
いわき東急イン
新橋愛宕山東急イン
渋谷東急イン
吉祥寺東急イン
大森東急イン
松本東急イン
名古屋丸の内東急イン
名古屋栄東急イン

ホテルグランデコ
白馬東急ホテル
蓼科東急リゾート
鹿教湯温泉ホテル東急
草津温泉ホテル東急
伊香保東急ビラ
今井浜東急リゾート
下田東急ホテル
宮古島東急リゾート

吉祥寺東急イン

新橋愛宕山東急イン

新大阪江坂東急イン
大阪東急イン
神戸東急イン
和歌山東急イン
松江東急イン
広島東急イン
下関東急イン
徳島東急イン
高松東急イン
松山東急イン
小倉東急イン
博多東急イン
熊本東急イン
鹿児島東急イン
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「青葉台東急スクエア」グランドオープン、
「東急セミナーBE青葉台」開校

本年3月、田園都市線青葉台駅周辺で整備を進めてきた

「青葉台東急スクエア」がグランドオープンしました。この商

業施設は、既に開業している6館と、今般オープンした

「South-1  別館」をあわせると、全7館、66店舗、総売り場

面積26,304㎡となります。

「South-1  別館」は、総売り場面積3,819㎡に「カルチャ

ー」をコンセプトとして、生活雑貨・アパレル・書籍などの

店舗が出店しています。

また、この中に当社が総合カルチャースクールとして、渋

谷と雪が谷大塚で展開している「東急セミナーBE」を開校し

ました。この「東急セミナーBE青葉台」では、「それぞれの人

が、それぞれの生き方を創造し、確認する空間」というコン

セプトのもと、音楽、美術、手工芸、スポーツなど、200以

上の講座を開設し、多摩田園都市における文化発信の拠点と

なることを目指しています。

昨年12月、田園調布駅上部で既に開業していた「東急スク

エアガーデンサイト」に別棟をオープンしました。「東急スクエ

アガーデンサイト」は、田園調布駅を地下化したことに伴い、

駅上部の有効利用を目的に計画された複合商業施設です。

今回オープンした別棟は、「交流」を重視し、カフェやレス

トラン等、飲食を中心とした店舗が出店しています。一昨年

4月に開業した部分では、高級スーパーマーケット、生活雑

貨等の物販を中心とした店舗構成となっています。

「東急スクエアガーデンサイト」は、「本物・良質」をキーワ

ードに、独自の生

活スタイルを創造

するお客様を主な

ターゲットとし、

「生活利便」・「生

活創造」・「交流」

の3つのコンセプ

トが有機的に結び

つく施設を目指し

ています。

「東急スクエアガーデンサイト」別棟を開業
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「青葉台東急スクエア」案内図
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東急グループコンプライアンス指針

私たちは、東急グループの一員として、
グループ理念を具体化し、これを実践するために、

行動の基本原則を以下の通り定めます。

1．お客様から信頼され愛される東急ブランドを確立するために
（1）お客様の安心と信頼を基本としたクオリティある商品・

サービスを提供します。
（2）お客様とのコミュニケーションを重視し、誠実に情報を

提供することはもちろん、お客様の声を業務運営の改善
に活用します。

2．投資家の皆様から正しい評価を得るために
（3）長期的かつ継続的な企業価値の増大を目指して、事業活

動を誠実に推進します。
（4）投資家の皆様からの信頼を基本とし、適時かつ適正な情

報を誠実に提供します。

3．健全・公正な市場競争を展開し、事業の発展を目指すために
（5）不合理な商慣習には従わず、公正かつ透明な取引を行い

ます。
（6）他者の財産や権利を最大限尊重し、公正さと優しさの観

点から最適な経営資源の調達を行います。

4．企業は社会的存在であることを認識し、社会の発展のために
（7）地球環境問題に積極的に取り組むとともに、自然環境と

の融和をめざした事業活動を行います。
（8）よき企業市民として、地域社会との協調・連携をはかる

とともに、社会貢献活動を継続的に実施します。

5．東急ブランドの担い手として、自己の責任を果たすために
（9）あらゆる場面で、法規範・社内規律を遵守し、社会的良

識に従った適正な行動をとるとともに、責任をもって誠
実に業務を遂行します。

（10）知的財産や情報が重要な会社財産であることを強く認
識し、その取り扱いには細心の注意を払います。

（11）企業発展の原点が「人」であることを基本に、互いに人
格を尊重し、人の活きる職場環境を目指します。

（12）定期的かつ継続的に業務の自己監査を行うことで革新
に努め、業務の改善を行います。

東急の食品リサイクルシステム

東急グループ各社は、省
資源・省エネルギー、循環
型社会構築に向けた環境
活動を鋭意進めています。
そのひとつが「食品リサ
イクルシステム」です。
このシステムは、スー

パーマーケットやホテル
の調理などから出る野菜
くずや売れ残り商品を養
豚用飼料に加工後、養豚

農家によって豚の飼育に利用、その肉を精肉やハムといった
加工肉などにするものです。さらに生ゴミを排出したホテル
で料理に使用したり、スーパーマーケットや百貨店などで販
売することで完全なループリサイクルシステムとしています。
排出事業者として、パンパシフィックホテル横浜、横浜エ

クセルホテル東急、東急ストア４１店舗、東急百貨店などグル
ープ企業が参加しているほか、東急グループの運送会社であ
る東京通運も収集運搬を担当しています。
今後は、キャピトル東急ホテル、東京ベイホテル東急など

東京都心のグループ企業が新たに参加し、月平均約１００トン
の生ゴミリサイクルを目指します。

環境活動
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会社概要（平成14年3月31日現在）

■商号（英文名）………東京急行電鉄株式会社

（TOKYU CORPORATION）

■設立年月日……………大正11年(1922年)9月2日

■本店所在地……………東京都渋谷区南平台町5番6号

■資本金…………………1,088億1,985万1,593円

■会社が発行する株式の総数…18億株

■発行済株式総数………11億2,388万5,596株

■株主数…………………69,628名

■事業内容………鉄軌道事業・不動産事業・ホテル事業

その他事業（レク・サービス事業）

東急文化会館を閉鎖します

渋谷駅前の「東急文化会館」を来年６月末日に
閉鎖し、解体することを決定しました。
昭和31年から映画館などからなる総合文化施

設として、約半世紀にわたり営業してきましたが、
同施設内の「東急ゴールデンホール」、「五島プラ
ネタリウム」が相次いで閉鎖したこと、建物の老
朽化が著しくなってきたこと、東横線と営団13
号線の相互直通運転に向けた渋谷駅～代官山駅間
地下化工事のための工事ヤードとして、同施設の
敷地が必要になったため、同施設の閉鎖、解体を
決定したものです。
工事ヤードとして利用した後の土地利用計画に

ついては、東急グループが取り組んでいる渋谷の
街の活性化に向け、鋭意検討を進めていきます。

株主メモ

■決算期日　　　　　　　3月31日
■利益配当金支払基準日　3月31日
■中間配当支払基準日　　9月30日
■名義書換代理人
中央三井信託銀行株式会社

■同事務取扱所（連絡先）
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
中央三井信託銀行株式会社証券代行部
(03)3323-7111（大代表）

■同取次所
中央三井信託銀行株式会社全国各支店
日本証券代行株式会社本店・全国各支店

■公告掲載新聞
日本経済新聞

当社では、お客様からのお問い合わせやご意見、ご要望
をお受けするため、専門の窓口「東急109（トーク）セン
ター」を設けております。
いただいたお客様の声は、整理、分析し、経営陣をは

じめ全社に公開し、施設やサービスの改善、業務の見直
し、社員教育等に活用させていただき、より良いサービ
スや商品の提供に努めております。
電話、電子メール、FAX、郵便でお受けしております。

■住所：〒150-8511
渋谷区南平台町5番6号
東京急行電鉄株式会社
東急109（トーク）センター

■TEL：03-3477-0109
月～金　9：30～17：30
（祝祭日、年末年始は除きます）

■FAX：03-3477-6109
■電子メール：http://www.tokyu.co.jp/goiken.html
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この事業報告書は、再生紙を使用しています。
平成14年6月

東京急行の株主優待 株主の皆様は、持株数に応じ充実した優待をお受けいただけます。

●発　行　　　　東京急行電鉄株式会社
●お問い合わせ　総務部 株式担当

〒150-8511  東京都渋谷区南平台町5番6号　TEL（03）3477-6075

1,000株以上ご所有の株主様（一律）

3,000株以上ご所有の株主様

東急ホテルズ　客室料金30％割引券（※）

パン　パシフィック　ホテルズ　アンド　リゾーツ　客室料金30％割引券

Bunkamuraザ・ミュージアムご招待券

3千株以上～ 5千株未満

5千株以上～10千株未満

10千株以上～19千株未満

19千株以上～28千株未満

28千株以上～57千株未満

57千株以上

内　容 枚数

10枚

20枚

40枚

80枚

1枚
30枚

1枚
30枚

枚数

電車全線優待乗車券（1枚1乗車）

〃

〃

〃

電車全線優待パス
電車全線優待乗車券（1枚1乗車）

電車・東急バス全線優待パス
電車全線優待乗車券（1枚1乗車）

ご所有株式数 乗 車 証

（いずれも半期の発行枚数）

（いずれも半期の発行枚数）

各優待券の発行時期および有効期間 ※株主優待をお受けいただくには、株主名簿・実質株主名簿にお名前の記載が必要となります。

優待乗車証　　　　　　　　　 客室料金割引券・招待券

発行時期　　　　　有効期間　　　　　　発行時期　　　　　有効期間

3月31日現在の株主様　　 5月 6月1日～11月30日 6月 12月31日まで

9月30日現在の株主様　　11月　　12月1日～ 5月31日　　　12月　　　　　6月30日まで

8枚

4枚

2枚

※1.優待割引の対象外のホテル、また割引の内容が異なるホテルがございます。
2.東急インチェーンと東急ホテルチェーンのチェーン名称を2002年4月1日に統一いたしました。


